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グローノ＜＞）＂ム ナンヨナリズム。ポストコロニアリズム 45 
していくという構想は崩壊し、東亜新秩序から、大東亜共栄圏構想という日本
を中心とするアジアの つのヒエラルキーができ上がっていきました。そのよ
うな、かつてある種全体主義国家の中でつくられたリージョナリズムが60年を
経て今のグローパル化の時代の中で、いわば横の対等な形でもう一度市民社会
的なリージヨナリズムというものを立ち上げていく。これはある種、歴史とい
うものが違ヮた形で繰り返されるということの一つの現われかもしれません。
いずれにせよそこには国家、そして社会という形でのグローパリズムに対する
対抗というものが現われている。時間がありませんのでもう一つの対抗として
考えられているのが、昨今話題になっているサミュエル ハンチントンの、こ
れは文明の衝突、つまり文明という国家や社会の規模とは違うかなり広域的な
概念を使うことによっていわばグローバリズムに対する一つの回答を与えてい
こうとする考え方が出ております。しかし私はこのサミュエル ハンチントン
の本を読みますと、実は彼の文明の衝突という考え方の究極にあるモーテイベ
ーションは実はアメリカ囲内の多元化に対するある種の危倶というものがその
根底にあると思います。これはハンチントンはある論文のなかでいわば、マル
テイカルチュアリズムというものを彼の言葉を使うとカjレトといっております。
つまりそのようなカルト集団化した多様性というものはアメリカの国益という
ものを浸食していく、と。それに対する一つの処置としていわば西側の文明、
そしてアメリカというものの文化的なアイデンテイティを明確にすべし、とい
う考え方を彼は打ち出しているんだと思います。今まあ時聞がないということ
でしたので、最後ちょっと l-2分でまとめますと、私はそのようなグローパリ
ズムの中で社会や国家、そして文明という言葉を使った様々な一つの対抗措置
が現われている。それはもう一方において30年代的なテーマを新しい現代的な
地平の中でもう一度問い直すような問題群というものを私たちに突きつけてい
る訳です。そこで、私は本当はこのグローパリズムについてもう少しポストコ
ロニアルという観点から述べてみたかったんですが、いずれにせよこれは後で
時間があれば私のほうで少し触れますが、そのような様々なリアクショナリー
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なものが色々な形でこのグローパリズムと共に出てきつつある、ということ、
そしてこのグローパル化がもっているある種のいわば差異を利用しながら、そ
して資本というものがその差異を構造化しつつ、いわば動いていくという、あ
る種我々の近代世界の究極的な形態というものが今私たちの目の前で展開され
ていきつつあると思います。その中で私たちはいったいこれに対してどのよう
な反応をしていったらいいのか、時間がありませんので、後でまたもう少し申
し上げますが、一つは私は身体性の問題を、つまり体の問題ですね、これを後
で時間があれば一つ申し上げておきたい。そしてもう一つはいわばグローパリ
ズムのなかで最も問題になっているのは家族ゃあるいはそれにまつわる地域社
会や、つまり私たちのコミュニティーやゲマインシャフトという、我々の価値
や文化を再生産していく基礎的な単位が非常に揺らいでいるという問題です。
で、それは今申し上げた身体の問題とかかわっている訳ですけれども、この問
題についてこれから私たちがどのような回答を模索していくのか、そしてその
ことカずある車重のゼノブオピアやナショナリズム、あるいはエスノナショナリス
ムに陥らないかという形でいかにしてこのグローパルな時代を我々が生きてい
けるかということの私は回答になるのではないかと思います。残念ながら時間
がなくて、その回答については後で時聞があれば私のほうで少し申し上げてお
きたいと思います。
